
合志楓の森中
学校だより 

  

新
し
い
歴
史
と
伝
統
の
ス
タ
ー
ト 

 

令
和
三
年
四
月
一
日
、
合
志
中
学
校
と
西
合
志
南

中
学
校
か
ら
分
離
新
設
し
た
「
合
志
市
立
合
志
楓
の

森
中
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。
私
は
、
本
校
の
校
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た 

渕
上 
佳
宏 

と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ご
承
知
の
と
お
り
、
三
年
生
に
つ
い
て
は
、
高
校
入

試
等
へ
配
慮
か
ら
、
本
校
へ
の
転
籍
は
な
く
、
二
年
生

九
〇
人
、
一
年
生
一
二
〇
人
、
計

二
一
〇
人
の
生
徒
、
二
二
人
の
教

職
員
で
、
新
し
い
歴
史
と
伝
統
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

四
月
八
日
（
木
）
は
、
新
二
年

生
だ
け
の
登
校
で
し
た
が
、
始
業

式
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
要
旨

の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

四
月
九
日
（
金
）
、
真
新
し
い
ブ
レ
ザ
ー
の

制
服
に
身
を
包
ん
だ
一
年
生
、
一
二
〇
人
を

迎
え
、
合
志
楓
の
森
中
学
校
の
記
念
す
べ
き

第
一
回
の
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

の
制
限
が
あ
る
式
で
し
た
が
、
み
ん
な
立
派
な
態
度

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
入
生
代
表
の
田
尻
さ

ん
の
言
葉
に
感
動
し
ま
し
た
し
、
保
護
者
代
表
の
永

清
様
に
は
、
新
設
校
教
職
員
と
し
て
、
と
て
も
有
り
難

く
心
強
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

校 
 

長 

渕
上 

佳
宏 

 

合
志
市
教
委
か
ら 

教 
 

頭 

髙
橋 

 
 

誉 
 

西
南
中
か
ら 

一
年
主
任 

町
田 

恭
二
（
社
会
）
西
南
中
か
ら 

一
年
一
組
担
任 

緒
方 

友
紀
（
理
科
） 

西
合
志
中
か
ら 

一
年
二
組
担
任 

森 
 
 

光
一
（
数
学
） 

八
代
一
中
か
ら 

一
年
三
組
担
任 

矢
野
明
日
香
（
音
楽
）
新
規
採
用 

一
年
四
組
担
任 

内
田 

里
佳
（
国
語
） 

西
南
中
か
ら 

一
年
副
担
任 

坂
本 

公
代
（
英
語
）
西
南
中
か
ら 

一
年
副
担
任 

上
林 

 
 

匠
（
保
体
）
泗
水
中
か
ら 

二
年
主
任 

深
水 

清
綱
（
英
語
）
合
志
中
か
ら 

二
年
一
組
担
任 

小
山 

裕
子
（
家
庭
）
西
南
中
か
ら 

二
年
二
組
担
任 

光
永 

万
美
（
国
語
）
合
志
中
か
ら 

二
年
二
組
担
任 

井
上 

竹
久
（
技
術
） 

西
南
中
か
ら 

二
年
副
担
任 

後
藤 

健
介
（
数
学
） 

西
南
中
か
ら 

二
年
副
担
任 

益
﨑 

 

望
（
理
科
） 

水
俣
二
中
か
ら 

も
み
じ
一
組
担
任 

平
野 

瑶
子 

 

合
志
南
小
か
ら 

も
み
じ
二
組
担
任 

川
内 

亜
矢 

 

鹿
本
中
か
ら 

も
み
じ
三
組
担
任 

坂
井 

弓
恵 

 

西
合
志
中
か
ら 

養
護
教
諭 

橋
爪 

昭
子 

 

泗
水
東
小
か
ら 

事
務
主
任 

岩
木 

和
美 

 

七
城
中
か
ら 

教
育
活
動
指
導
員 

川
崎
由
香
里 

 
 

 

西
東
小
か
ら 

教
育
介
護
補
助
員 

佐
藤 

美
香 

 

西
南
中
か
ら 

兼 
 

務 

工
藤 

咲
恵
（
美
術
）
西
南
中
籍 

学
校
司
書 

堀
田 

郁
代 

 
 

 
 

楓
の
森
小
籍 

用 

務 

員 

田
尻 

正
一 

 

楓
の
森
小
籍 

 

学
校
だ
よ
り
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て 

「
誉
（
ほ
ま
れ
）」
と
は
「
誇
り
と
す
る
に
足
り
る

事
柄
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
楓
の
森
中
に

た
く
さ
ん
の
誇
る
べ
き
歴
史
と
伝
統
を
積
み
重
ね
た

い
と
の
願
い
を
込
め
、
「
楓
の
誉
」
と
し
ま
し
た
。 
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